
秋元千明
Chiaki Akimoto

英国王立防衛安全保障研究所
（RUSI）アジア本部所長

早稲田大学卒業後、NHK入局。30年以
上にわたり軍事・安全保障専門の国際
記者、解説委員を務める。1992年から
は同研究所の客員研究員を兼任、2012
年にNHKを退職し現職。大阪大学大
学院招聘教授などを兼任。

8

POLITICS

国
が
日
本
と
結
ん
で
い
た

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事
情

報
包
括
保
護
協
定
）
を
破

棄
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
だ
け
で
は
な
く
米
国
政
府
も
懸
念
と
失

望
を
表
明
し
た
。
韓
国
の
こ
の
突
然
の
決
定

は
単
に
日
本
の
輸
出
管
理
の
強
化
に
対
す
る

韓
国
の
報
復
で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
韓
国
の
文
在
寅
政
権
が
持
つ

国
家
的
野
心
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
念
頭
に
置
き
た
い
の
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ａ
は
秘
密
情
報
を
保
全
す
る
こ
と
を
国
と

国
が
保
証
し
合
う
協
定
で
あ
り
、
国
家
が
所

有
す
る
情
報
を
無
制
限
で
共
有
す
る
こ
と
を

決
め
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
情
報
当
局
者
間
で
必
要
と
判
断
さ
れ
た

情
報
に
限
っ
て
、
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、通
称Five Eyes

（
フ

韓

朝鮮半島統一という国家的野心が見え隠れする文在寅大統領

WEDGE

O
P
I
N
I
O
N

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
破
棄
が
示
し
た
韓
国
・
文
政
権
の
野
望

日
本
が
輸
出
管
理
の
優
遇
国
か
ら
排
除
し
た
こ
と
に
反
発
し
な
が
ら
、情
報
面
で
の
優
遇
措
置
で
あ
る
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
を

自
ら
破
棄
す
る
と
い
う
自
己
矛
盾
に
陥
る
韓
国
。そ
の
背
景
に
は
、文
在
寅
政
権
の
野
心
的
な
国
家
戦
略
が
見
え
隠
れ
す
る
。

西
側
陣
営
か
ら
離
反
す
る
韓
国

東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
的
な
大
変
動

ァ
イ
ブ
ア
イ
ズ
）
と
言
わ
れ
る
米
国
、英
国
、

カ
ナ
ダ
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
５

カ
国
が
結
ん
で
い
る
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
協
定
の
よ

う
に
加
盟
国
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
に
各
国
の
情
報
を

閲
覧
で
き
る
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

事
実
、
日
本
が
２
０
１
６
年
11
月
に
Ｇ
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
を
韓
国
と
結
ん
で
以
来
、
こ
れ
ま

で
に
交
換
さ
れ
た
情
報
は
わ
ず
か
29
件
で
あ

り
、
平
均
し
て
年
間
10
件
と
い
う
の
は
情
報

協
力
関
係
と
呼
ぶ
に
は
か
な
り
少
な
い
数
で

あ
る
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
に
か
か
わ
ら
ず
世
界
に
は

各
国
の
情
報
当
局
同
士
の
協
力
関
係
は
様
々

な
形
で
存
在
し
て
お
り
、
特
に
い
わ
ゆ
る
西

側
各
国
の
情
報
当
局
の
交
流
は
壮
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
共

通
の
利
益
を
守
る
た
め
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
世
界
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
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再
考 
働
き
方
改
革

残
業
時
間
の
上
限
規
制
や
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化
な
ど
、働
き
方
改
革
は
一
段
と
加
速
す
る
。

し
か
し
、改
革
の
先
頭
を
走
っ
て
き
た
企
業
で
は
、改
革
の
揺
り
戻
し
や
副
作
用
も
出
て
き
て
い
る
。

日
本
企
業
に
改
革
の
歩
み
を
止
め
る
選
択
肢
は
な
い
が
、そ
の
検
証
を
怠
る
と
本
末
転
倒
の
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
。

文
・
黒
田
祥
子
︑大
内
伸
哉
︑編
集
部︵
櫻
井 

俊
︑濱
崎
陽
平
︑川
崎
隆
司
︶

RICHVINTAGE/GETTYIMAGES
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本
企
業
の
働
き
方
改
革
実
施
率
は
49
・
３
％

と
、
こ
の
５
年
で
２
倍
以
上
に
増
え
、
従
業

員
規
模
１
０
０
０
人
以
上
の
企
業
に
限
る
と

74
・
５
％
に
達
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
改
革
を
進
め
る
一
部
の
企
業
か

ら
は
、
働
き
方
改
革
を
疑
問
視
す
る
声
が
上

が
る
。「
改
革
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
い
な

い
か
。
本
当
に
生
産
性
は
上
が
っ
て
い
る
か

不
安
だ
」（
人
事
担
当
役
員
）、「
残
業
代
の

つ
か
な
い
課
長
に
自
分
た
ち
の
仕
事
を
肩
代

わ
り
し
て
も
ら
っ
て
、
早
く
帰
ら
さ
れ
る
の

に
違
和
感
が
あ
る
」（
若
手
企
画
職
）、「
時

間
削
減
の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
っ

た
が
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
仕
事
が

で
き
て
い
な
い
」（
中
堅
営
業
職
）
な
ど
さ

ま
ざ
ま
だ
。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
「
疑
念
」
が
芽
生
え
る
の

か

│
。
そ
こ
で
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ

PART 1

短
、
育
休
延
長
、
テ
レ
ワ

ー
ク
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
…
…
。日
本
企
業
は
今
、

働
き
方
改
革
の
真
っ
た
だ

中
に
あ
る
。
政
府
も
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
企
業
の
改
革
を
後
押
し
す

る
。
４
月
に
は
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が

施
行
さ
れ
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
や
有
給

休
暇
の
取
得
義
務
化
な
ど
が
始
ま
っ
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
日

時

働
き
方
改
革
に
抱
く「
疑
念
」

先
進
企
業
が
打
つ
次
の
一
手

働
き
方
改
革
の
先
頭
を
走
っ
て
き
た
企
業
か
ら
、そ
の
効
果
や
手
法
に
つ
い
て
疑
念
の
声
が
上
が
る
。

目
標
の
撤
回
、制
度
の
見
直
し
、契
約
の
変
更
な
ど
、各
社
と
も
改
革
の
テ
コ
入
れ
を
始
め
て
い
る
。

文
・
編
集
部︵
川
崎
隆
司
︶

WESTEND61/GETTYIMAGES
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０
１
６
年
９
月
に
始
動
し

た
政
府
の
働
き
方
改
革

は
、
18
年
の
改
正
労
働
基

準
法
の
成
立
を
経
て
、
そ

の
流
れ
を
本
格
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
19
年
４

月
か
ら
は
改
正
労
基
法
の
施
行
に
よ
り
、
ま

ず
は
大
企
業
に
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
が
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
改
正
に
先
駆
け
て
、
既
に
多
く
の

企
業
で
労
働
時
間
の
削
減
が
始
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
５
０
０
人
以
上
の
事
業
所
に

２

し
て
約
７
割
の
企
業
が
業
務
効
率
化
を
、
約

６
割
が
残
業
抑
制
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
長
時
間
労
働
の
是
正
は
、
こ
れ

ま
で
就
労
を
希
望
し
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
か
ら
長
時
間
労
働
で
は
就
労
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
多
様
な
労
働
力
が
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
25
年
に
は
生

産
年
齢
人
口
の
う
ち
、
40
歳
以
上
の
割
合
が

６
割
に
な
る
。健
康
管
理
上
の
問
題
か
ら
も
、

長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
働
き
方
を
持
続

労働時間削減がもたらした
「副作用」との向き合い方
長時間労働の是正は多様な労働力の活用につながる。
一方、それを中長期的な企業の生産性向上につなげられな
ければ、日本の持続的な経済成長も難しくなる。
文・黒田祥子 Sachiko Kuroda

若年層の育成が急務

PART 2

勤
め
る
常
用
雇
用
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ル
タ
イ

ム
男
性
労
働
者
に
占
め
る
60
時
間
以
上
の
人

の
割
合
は
、
13
・
６
％
（
15
年
）
か
ら
10
・

９
％
（
18
年
）
に
減
少
し
て
い
る
（
図
１
）。

同
様
の
傾
向
は
女
性
に
お
い
て
も
、
そ
し
て

中
小
企
業
に
勤
め
る
労
働
者
に
も
観
察
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
日
本
全
体
で
長
時
間
労
働
是

正
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
筆
者
が
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
（
経
済
産
業

研
究
所
）
で
行
っ
た
調
査
で
も
、
法
施
行
以

前
の
18
年
時
点
で
、
働
き
方
改
革
の
施
策
と

MOODBOARD/GETTYIMAGES

再考 働き方改革
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PART 3

０
１
８
年
６
月
に
成
立
し

た「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

に
お
い
て
、「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
と
並
び
注
目

さ
れ
た
の
が
労
働
時
間
改
革
だ
。
こ
の
改
革

の
第
一
の
柱
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
の
た

め
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
強
化
す
る

こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
労
働
時
間
の
「
絶
対

的
上
限
」
が
罰
則
付
き
で
導
入
さ
れ
た
。

　

も
う
一
つ
の
柱
が
、「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」（
以
下
、「
高
プ
ロ
」）
だ
。

高
プ
ロ
と
は
、「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を

必
要
と
し
、
そ
の
性
質
上
従
事
し
た
時
間
と

従
事
し
て
得
た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高

く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
業
務
に
従
事
す
る

労
働
者
に
、
労
働
時
間
規
制
を
適
用
し
な
い

と
す
る
制
度
だ
。

　

工
場
法
を
前
身
と
す
る
労
働
基
準
法
の
定

め
る
労
働
時
間
規
制
は
、
工
場
労
働
者
の
集

団
主
義
的
な
就
労
を
念
頭
に
お
く
も
の
だ
っ

２ 高
プ
ロ
化
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

企
業
頼
み
の
健
康
管
理
は
も
う
限
界

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
働
く
人
は
極
わ
ず
か
だ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
で

自
由
な
働
き
方
は
広
ま
っ
て
い
る
。仕
事
も
健
康
管
理
も
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
・
大
内
伸
哉 S

hinya O
uchi

た
。
し
か
し
、産
業
構
造
が
大
き
く
転
換
し
、

集
団
主
義
的
な
規
制
に
な
じ
ま
な
い
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
が
増
え
る
な
か
、
国
策
だ
っ
た
労

働
時
間
短
縮
へ
の
法
整
備
が
一
段
落
し
た
１

９
８
７
年
改
正
以
後
の
政
府
の
関
心
は
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
時
間
に
向
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
87
年
の
「
専
門
業
務
型
裁
量
労

働
制
」
に
続
き
、
98
年
改
正
に
よ
り
「
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
制
」
が
導
入
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
道
の
り
は
平へ

い

坦た
ん

で
は

な
か
っ
た
。
２
０
０
０
年
に
出
さ
れ
た
過
労

自
殺
事
件
の
最
高
裁
判
決
が
、「
労
働
者
が

労
働
日
に
長
時
間
に
わ
た
り
業
務
に
従
事
す

る
状
況
が
継
続
す
る
な
ど
し
て
、
疲
労
や
心

理
的
負
荷
等
が
過
度
に
蓄
積
す
る
と
、
労
働

者
の
心
身
の
健
康
を
損
な
う
危
険
の
あ
る
こ

と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
、

結
論
と
し
て
、
企
業
に
健
康
配
慮
義
務
違
反

を
認
め
た
こ
と
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
長

時
間
労
働
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
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た
な
価
値
を
創
造
す
る
た

め
の
働
き
方
が
模
索
さ
れ

て
い
る
が
︑
同
時
に
人
材

の
採
用
や
運
用
の
見
直
し

も
行
わ
れ
て
い
る
︒
大
手
企
業
で
も
注
目
さ

れ
は
じ
め
た
の
が
︑﹁
縁
﹂
を
生
か
し
た
採

用
戦
略
で
あ
る
︒
他
社
に
転
職
し
た
元
社
員

を
﹁
出
戻
り
社
員
﹂
と
し
て
受
け
入
れ
る
企

業
が
増
え
て
い
る
︒

　

日
立
製
作
所
で
は
︑経
験
者
︵
キ
ャ
リ
ア
︶

採
用
の
対
象
に
元
社
員
も
含
め
て
い
る
︒
鉄

道
部
門
の
最
高
人
事
責
任
者
を
務
め
る
山
田

哲
也
氏
は
︑
出
戻
り
社
員
の
強
み
に
つ
い
て

﹁
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
て
お
り
︑
社
内

人
脈
も
あ
る
た
め
業
務
の
立
ち
上
が
り
が
早

く
︑
カ
ル
チ
ャ
ー
に
不
適
応
と
な
る
リ
ス
ク

も
低
い
︒
一
度
外
へ
出
て
い
る
分
︑
改
善
点

の
ア
イ
デ
ア
も
出
や
す
い
︒
自
社
採
用
と
中

途
採
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
強
み
を
持
つ
﹂

と
語
る
︒

　

そ
う
語
る
山
田
氏
自
身
も
﹁
出
戻
り
﹂
社

員
だ
︒日
立
で
は
労
務
な
ど
人
事
畑
を
歩
み
︑

51
歳
の
と
き
に
Ｇ
Ａ
Ｐ 

J
a
p
a
n
の
人

事
担
当
副
社
長
へ
と
転
じ
た
︒
そ
の
後
︑
再

び
54
歳
で
当
時
の
日
立
総
合
経
営
研
修
所
所

長
と
し
て
復
帰
︒
Ｇ
Ａ
Ｐ
時
代
に
日
立
で
の

人
事
の
常
識
が
通
用
し
な
か
っ
た
苦
い
経
験

な
ど
を
︑
現
在
日
立
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

新

出戻り社員、リファラル採用……
「縁」を積極的に活用する人事戦略
「コネ入社」などネガティブイメージのある「縁」を生かした採用だが、
新たな価値を生み出すため、むしろ積極的に活用する企業が出てきた。
文・編集部（濱崎陽平）

新ビジネス創出のキーマンとなるか？

PART 4
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な
人
間
は
外
か
ら
オ
ー
プ
ン
に
採
る
の
が
基

本
で
す
﹂︒
職
種
に
応
じ
て
条
件
を
調
整
し
︑

個
人
を
採
用
す
る
︒
日
本
式
の﹁
付
き
合
い
﹂

を
ベ
ー
ス
に
し
た
動
き
方
は
︑
グ
ロ
ー
バ
ル

の
観
点
か
ら
は
非
常
識
だ
っ
た
︒

　

経
営
悪
化
に
苦
し
む
日
立
に
戻
っ
た
山
田

氏
は
︑
人
事
制
度
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
を
組
み
込
む
変
革
を
求
め
ら
れ
︑
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
勤い

そ

し
ん
だ
︒
日
米
で

の
社
員
の
行
動
様
式
の
違
い
な
ど
を
織
り
込

ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
や
︑
海
外
法
人

雇
用
の
外
国
人
社
員
を
対
象
に
︑
現
地
の
ニ

ー
ズ
や
商
習
慣
を
踏
ま
え
︑
日
本
の
本
社
へ

変
革
の
働
き
か
け
を
行
う
重
要
性
を
学
ぶ
研

修
も
開
設
し
た
︒

　

山
田
氏
は
﹁
市
場
や
雇
用
の
在
り
方
が
変

化
す
る
中
︑
変
化
を
起
こ
そ
う
と
す
る
会
社

に
と
っ
て
出
戻
り
社
員
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
︒

ー
教
育
に
還
元
し
て
い
る
︒

　

山
田
氏
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
時
代
︑
あ
る
店
舗
で
︑

急き
ゅ
う
き
ょ遽の

人
員
不
足
に
直
面
し
た
︒
か
つ
て
の

関
係
を
た
ど
り
︑
日
立
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に

応
援
を
要
請
︒﹁
そ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

す
る
の
が
日
立
時
代
の
人
事
の
腕
の
見
せ
所

だ
っ
た
﹂︒
話
が
ま
と
ま
り
一
安
心
し
た
と

こ
ろ
に
︑Ｇ
Ａ
Ｐ
の
部
下
が
止
め
に
入
っ
た
︒

﹁
勝
手
に
調
整
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒
必
要

再考 働き方改革
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香
港
政
府
が
今
年
４
月
に
立

法
会
に
提
出
し
た
「
逃
亡

犯
条
例
」
の
改
正
案
に
端

を
発
し
た
香
港
デ
モ
。
６

月
９
日
の
１
０
０
万
人
デ
モ
を
機
に
一
気
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
６
月
16
日
に
は
２
０
０

万
人
、
８
月
18
日
の
１
７
０
万
人
と
、
79
日

間
に
及
ん
だ
２
０
１
４
年
の
「
雨
傘
運
動
」

を
規
模
、
期
間
と
も
に
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
林
鄭
月
娥
（
キ
ャ
リ
ー
・
ラ
ム
）
行
政

長
官
は
、
９
月
４
日
に
条
例
改
正
案
の
「
完

全
撤
回
」
を
認
め
て
鎮
静
化
を
図
っ
た
が
、

抗
議
活
動
が
完
全
に
収
束
す
る
見
通
し
は
、

本
稿
執
筆
時
点
で
未
だ
立
っ
て
い
な
い
。

リ
ー
ダ
ー
不
在
、S
N
S
、問
答
集

高
度
化
す
る
デ
モ
の
戦
術

　

今
回
の
デ
モ
は
雨
傘
運
動
の
挫
折
か
ら
学

び
、
戦
術
を
高
度
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
を

据
え
て
い
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
政
府

は
誰
と
対
話
す
れ
ば
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
い

上
、
デ
モ
参
加
者
の
中
で
一
人
で
も
満
足
し

な
い
人
が
い
れ
ば
デ
モ
を
呼
び
掛
け
る
可
能

性
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
テ
レ
グ
ラ
ム
」
や

「
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｈ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
る
掲
示
板
な
ど

で
自
由
に
呼
び
掛
け
、
人
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
デ
モ
は
神
出
鬼
没
に
あ
ち
こ

香港のデモは中学校、高校、大学の授業ボイコットにまで広がった

WEDGE  REPORT

「雨傘運動」の教訓を生かした
香港デモの知られざる実態
行政長官が「逃亡犯条例」の改正案を撤回してもなお、終結するきざしの見えない香港のデモ。
香港政府が事態の収拾に困難を極める裏には、雨傘運動の挫折から学び、高度化された戦術があった。

条例改正案の撤回後も混乱は続く

文・佐藤 進 Susumu Sato
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